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指標 単位 

基準値 目標値 

2018年度 

(平成30年度) 

2025年度 

(令和7年度) 

2030年度 

(令和12年度) 

定住相談会等の実施・参加・出展数 ★ 回 11 13 15 

お試し暮らし住宅利用件数  ★ 件 28 40 50 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 主要な取組 

１ 赤穂の魅力発信 

◇定住相談員の配置 

◇定住相談会等の実施・参加・出展 

◇定住者の活動支援 

◇お試し暮らし住宅の利用促進および増設の検討 

◇婚活イベントによる移住・定住の促進 

◇ＵＩＪターン※１の促進 

２ 郷土愛の醸成 

◇地域・家庭と連携した「ふるさと意識を醸成する教育」の推進

（関連施策㉑） 

◇赤穂市コミュニティ・スクール※２の充実（関連施策㉑） 

◇伝統文化継承の取組（関連施策㉕） 

３ 定住基盤の充実 

◇子育て世帯の多様なライフスタイルや考え方に応じた子育て

支援サービスの充実（関連施策②） 

◇地域医療の充実（関連施策⑦） 

◇地域の実情に応じた持続可能な公共交通の充実（関連施策⑫） 

◇区画整理事業の推進（野中・砂子地区、浜市地区、有年地区）

（関連施策⑮） 

◇空き家情報バンク制度の活用（関連施策⑮） 

◇幅広い人材の確保に向けた、県・ＪＡ等関係機関および地域との

連携や、さまざまな制度の活用によるスムーズな就農・育成への

支援（関連施策⑯） 

◇企業立地活動の推進（関連施策⑰） 

◇ハローワークやＮＰＯ法人などと連携した若者の就業支援

（関連施策⑰） 

施策の展開 

目標指標 

※１ＵＩＪターン………………大都市圏の居住者が地方に移住する動きの総称のことであり、Ｕターンは出身地に戻る形態、Ｊターンは出身地の近くの地
方都市に移住する形態、Ｉターンは出身地以外の地方へ移住する形態を指す。 

※２コミュニティ・スクール…学校運営協議会制度。学校と保護者や地域が共に知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させることで、一緒に協働しなが
ら子どもたちの豊かな成長を支えることを目的とした協議会。 
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お試し暮らし住宅 定住相談会 

定住支援ガイドブック 

元気  産業と地域資源を活かした魅力あふれるまちづくり 

（7）さまざまな人・地域との活気ある交流の促進 

⑳住み続けたくなる赤穂市の魅力で移住・定住を促進する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口減少を抑制するため、公共交通や地域医療をはじめ子育て支援な

どの住民サービスや、市全体の都市機能を充実させていくことで、誰もが

住み続けたくなるような「住むのにちょうどいいまち赤穂」の魅力を発信

するとともに、郷土愛の醸成に努めます。 

また、ＪＲ坂越駅や有年駅周辺の区画整理事業により形成された利便

性が高く快適な市街地などへ移住・定住を促進し、まちの活力を維持し

ていきます。 

  

施策の方針 

◆人口減少を抑制するため、本市への移住・定住を促進するための魅力発信を強化することが

必要です。 

◆人口減少の進行に伴う地域コミュニティの衰退が懸念されるため、郷土を愛し守り続ける心

を育むことが求められています。 

◆子どもたちが安心して学ぶことができる「地域とともにある学校づくり」を推進し、学校が地

域コミュニティの核として機能することが求められています。 

◆若者の流出を防ぐため、赤穂に住み続けたくなるようなまちを目指して、都市機能や住民サ

ービス等の定住基盤を充実することが必要です。 

 

現状と課題 


